
1/2　景気ウォッチャー調査（令和６年５月調査）― 沖縄（現状）―

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

その他専門店
［陶器］（製
造）

販売量の動き ・数か月前から良くなり、ゴールデンウィークに入ったが大
幅には変わらない。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症も落ち着いているが、商売的に
は物販が厳しくなって閉店している。その代わり小規模の飲
食店が増えつつある。商売的にも偏りが出てきている。

○

百貨店（経営担
当）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク時にはファミリー層が多く来店したほ
か、母の日ギフトの購入者が多く推移している。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・平日夜間の来客数が増加している。

○
家電量販店（営
業担当）

来客数の動き ・４月に引き続き、５月の来客数も前年比100％を捉えてい
る。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売数が前年比130％と好調を維持している。

□

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・景気は良くなるより、少し悪くなっている。円安や物価高
の影響で実質賃金が上がっていないという理由からである。
やはり経済的な先行きが明るくならないと全体の景気は上が
らないとみている。

□
乗用車販売店
（経理担当）

来客数の動き ・イベントの集客も同程度を維持している。

□
一般レストラン
（代表者）

単価の動き ・来客数は少し増えたが、客単価が低下している。

□

観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・宿泊部門については、３か月前と比べて変わらない。前年
の同月と比べても微増にとどまっている。飲食、宴会部門は
総会などのシーズンにあり前年よりも良いものの、３か月前
と比べて微増になっている。

□

旅行代理店（マ
ネージャー）

単価の動き ・販売量は横ばいだが、旅行単価が上昇しているため取扱高
は微増となっている。しかし、特に追い風を感じるまででは
ない。

□
住宅販売会社
（役員）

お客様の様子 ・戸建て住宅見学会への来場者も減少しているが、物件の規
模より低価格を求める傾向にあるとみられる。

▲
一般小売店
［酒］（店長）

販売量の動き ・物価が上がり、県外からの観光客が少ない。

▲

コンビニ（副店
長）

販売量の動き ・ゴールデンウィークも好天に恵まれたが、円安に伴う物価
高による節約意識、訪日外国人向けの宿泊費の上昇もあっ
て、国内消費者の遠出を控える傾向をまともに受けたとみて
いる。

×

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・今月の来客数をみると、前年を下回っている。今月は、前
年よりも梅雨入りは遅かったものの、雨の日が前年よりも多
く、悪天候の影響もあり苦戦している。

×

その他飲食店
［バー］（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と比べて明らかに人の流れが悪くなっている。近
隣の同業者の方と話していても、例年になく人の流れが悪い
という話をよく聞く。

×

観光型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・ホテルの２月の販売室数が前年比１％増加なのに対し、５
月は前年比12％減少で、マイナスに転じている。

◎ － － －

○

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・ゴールデンウィークや梅雨入りもあり雨模様の天候が続い
ているものの観光客は多く、ホテル関係の需要が活発であ
る。ただし、若い世代が多く飲食需要は増えているが土産品
はあまり増加していない。

□
窯業土石業（取
締役）

受注量や販売量
の動き

・見積依頼、受注は特に変化なく、横ばいの状況である。

□

輸送業（経営企
画室）

それ以外 ・新規の物流案件や倉庫の開発など、様々な相談が増えてい
る。しかし、将来的な案件や今後どうなるか分からない案件
が多く、すぐに景気に直結はしないとみている。

▲ － － －

× － － －

家計
動向
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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◎ － － －

○ ＊ ＊ ＊

□
人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・最近の状況として、大きな変化はなく推移している。

□
人材派遣会社
（総務担当）

求職者数の動き ・求人案件は増加しているが、求職者の動きが鈍く、マッチ
ングにつながらない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数については、前年同月比横ばいから若干減少傾向に
転じている。建設業の求人数が増加し、食品製造業や小売業
の求人数が減少傾向にある。景気にプラスとなるような企業
の声がないため、変わらないと判断している。

□

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・2025年卒の求人については徐々に落ち着いており、2026年
卒向けインターンシップの案内が届いている。既にインター
ンシップに参加し早期選考の案内をもらっている学生もい
る。就職活動の早期化がみられる。

▲

求人情報誌製作
会社（営業）

求人数の動き ・３月以降ほぼ横ばいの求人数が続いている。ただし、業界
別に動きはある。医療、介護、保育業界は前年同月比で増加
しているが、飲食業、接客サービス業の求人数は減少してい
る。

▲

学校［大学］
（就職支援担
当）

それ以外 ・食材の高騰も大分みられ、更に購買を抑えるような生活を
している。

× － － －

雇用
関連

(沖縄)


